
平成30年度　第3回　温海地域振興懇談会

次　　　第

日　時　　平成30年10月25日（木）

午後1時30分～

場　所　　温海庁舎　6階大会議室

1．開 会

2．あいさつ

3．報　　告

計画策定経過と今後の予定について

4．協　　議

（1）温海地域振興計画（案）について
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資料恥2

（2）温海地域まちづくり未来事業計画（案）

（3）その他

5．閉 会
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計画策定経過と今後の予定

1．市民からの意見聴取概要
笹横溢鎚裏袈㌍濠
r済三雲当；；資墨等璧禦漂溝渠憲毅轟

5 月 10 日
鶴 岡 ま ちづ く り塾

温 海 グル ー プ
鱒海 地 域 の 「ま ちづ く りの方 向性 」

5 月 22 日 温 海 温 泉旅 館 組 合 青 年 部 あつ み 温 泉 の振 興

5 月 30 日
第 1 回 温 海 地 域 振 興 懇 談 これ か らの 10 年 で 温 海 地 域 の 活 性 化 に重

会 祝 した い着 眼 点

6 月 6 日 あつ み蕩 け む り女 子 会 温 海 地 域 の 「ま ちづ く りの 方 向性 」

7 月 3 日
鶴 岡 ま ち づ く り塾 この 10 年 で鶴 岡 市 温 海 地 域 に 大 切 な こ と

温 海 グル ー プ （も の）

7 月 9 日
温 海 農 業 次 世 代 担 い 手 ミ

ー テ ィ ン グ

担 い 手 の確 保 と 10 年 後 の 温 海 地 域 の農 業

廃 校 施 設 の利 活 用

中 山 間 地 域 な らで は の 作 物 振 興

8 月 9 日
第 2 回 温 海 地 域 振 興 懇 談 温 海 地域 の 今 後 の 「施 策 の 方 向性 」及 び 「具

会 体 的事 業 」

8 月 24 日 温海 地 域 農 業 振 興 会議
鶴 岡 市 農 業 ・農 村 振 興 計 画 （つ るお か ア グ

リプ ラ ン） の 策 定

8 月 30 日 自治 会 長 会 地 域 振 興 の 方 向性 等 （市 長 との 対 話 集 会 ）

9 月 11 日

温 海 地域 喋 く りナ イ ト （温

海 地 域 の未 来 を語 る会 ）
各 種 地 域 振 興 団 体 の活 動 方 針 、 温海 地 域 の

未 来 や 課 題 解 決 策 を語 り合 う

10 月 25 日
第 3 回 温 海 地 域 振 興 懇 談 温 海 地 域 振 興 計 画 （案 ）

会 温 海 地 域 ま ちづ く り未 来 事 業 計 画 （案 ）

2 月
第 4 回 温 海 地 域 振 興 懇 談

会
計 画 最 終 案 を示 して 報 告 ・意 見 交 換



2．今後の日程

際岩喜紙料衰磁約磁‰簸
塗遠遜選管撃墜等整凝

10 月～ ■計画案策定 ■成案編集 ・調整

12 月 （31 年度事業については、先行 して予算要求） 10 月 ：専門委員会

11 月 ：審議会

12 月 ：審議会

12 月 二議会全協

1 月 ■予算編成、内示 ■答申

∫パブコメ

2 月 『第 4 回地域振興懇談会 ■市民説明会

■議会提案 （基本構想）

・計画最終案を示 して意見交換

■懇談会での意見を踏まえた完成案について、

地域振興課で取 りまとめ （決裁）＝計画完成

3 月 ■策定及び公表 『3 且定例会

∫策定及び公表

※「地域振興計画」については、「地域まちづくり未来事業計画」の進捗に併せ

て策定



匪垂司
温海地域振興計画

温海地域振興計画
（素案）

平成　31年　3　月

横目同市温海庁舎



温海地域振興計画

次

1．計画策定の趣旨

2．温海地域の特性・概要

3．′温海地域のこれから目指す方向性

4．施策の基本方針と具体的な展開方策
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温海地域振興計画

1．計画策定の趣旨

鶴岡市は、平成20年度に中長期の地域振興方針となる「地域振興ビジョン」を策

定し、また、平成25年度には鶴岡市総合計画の後期基本計画を踏まえた「地域振興

計画」を策定し、地域資源や特性を活かしたまちづくりを推進してきました。

温海地域においては、このビジョンと振興計画に基づき、重点的に取組むべき地域

振興の柱を「あつみ温泉の振興」「海・水産業を活かした地域振興」「交流を核にした

地域振興」．の三本とし、各種プロジェクトに取組んできました。

しかしながら、社会や地域を取り巻く情勢の変化や、現在の地域の実情を踏まえ、

課題を据え直したうえで再度地域振興の方向を見直す必要性が生じていることから、

鶴岡市第2次総合計画の策定に併せて、新たな地域振興計画を策定することとしまし

た。

このたび策定した「温海地域振興計画」は、これまで取組んできた個別プロジェク

トの単なる見直しにとどまらず、温海地域振興懇談会をはじめ、より多くの市民との

対話からいただいたご意見や提言を尊重し、本質をくみ取りつつ策定したもので、地

域振興の目指す方向と重点的な取り組みについて明らかにするものです。

計画期間は2019年度から2023年度までの5年間とし、この計画に基づき、

温海地域の更なる振興・発展に向け、持続可能な地域づくり、地域特性を活かした特

色あるまちづぐりを推進していきます

2．温海地域の特性・概要

温海地域は、海・山・川・温泉など自然に恵まれた地域です。面積の約9割が山林

で占められ平地が少ないことから、国道7号、

国道345号、それらを東西に結ぶ県道沿線

に一定の距離を置いて集落が形成されていま

す。まとまった集落配置や豊かな自然環境な

どを背景に、27集落が特色ある歴史と伝統

文化、生活文化を継承しながら、それぞれ高

い自治意識のもと個性ある活動を展開してき

ました。

．しかしながら、人口減少や少子高齢化が進

み、自治機能の維持において、人材不足や財政難などの課題に直面しており、さらに

は、生活スタイルの変化も加わり、地域住民だけで伝統文化を継承することが困難な

集落が多くなってきています。
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住民基本台帳の平成30年3月末時点における温海地域の総人口は7，437人で、

平成20年3月末と比較し2，176人減少（▲22．6％）しており、高齢化率は4

4．5％で同じく9．6ポイント上昇し、5集落が50％を超えています。人口動態

は、本市他地域と比較しても、少子高齢化、人口減少の進行スピードが速く、特に出

生数は平成27年度で29人（温海庁舎市民福祉課調査）とそれまでの30人台を割

り込み、その後は20人台で下げ止まっています。とりわけ、出生数の低下は保育園

の集約に繋がり、更なる子育て世代の流出要因となることが懸念されています。

農業は少量多品目生産の小規模農家が多く兼業農家が主となっています。小規模農

家の離農が進む一方で農地の集約化や規模拡大が進まない現状にありますが、農産物

の主力である稲作については、地形的制約から大規模化が難しい反面、沢水を利用し

た米づくりなどにより、高品質で特色ある「米」を産出しており、併せて「焼畑あつ

みかぶ」や「越沢三角そば」など在来作物の生産やそのブランド化も進めています。

商工業については、地域内に工業団地がないため、小規模事業者が主となっており、

就業者の多くは鶴岡地域など他地域に働く場を求めています。そのため、地域内の産

業別就業者数は、あつみ温泉に関係する「飲食・宿泊業」の割合が相対的に高くなっ

ています。また、観光の中心であるあつみ温泉の入客数は日沿道あつみ温泉IC開通

後増加傾向にありますが、後継者不在などによる温泉旅館の廃業も相次ぎ、平成29

年度実績でピーク時の54％に止まっている一方で、豊富な自然資源や特色ある伝統

文化を活かした体験型観光の推進にも力を入れており、推進母体の特定非営利活動法

人、受入れ団体及び行政が連携しながら体験メニューの開発や教育旅行の受け入れな

どを進めています。

地域の交通については、はしご状にネットワヤクされている国県道を利用した自動

車交通が「地域住民の生活の足」となっていますが、急峻な河川沿いを通る道路は未

改良部分も多く、特に冬期間は不安を抱えての生活となっています。また、人口減少

や自家用車の普及などによる地域公共交通の利用者減少は、バス路線の撤退や減便な

どを招き、自ら自家用車を運転しない高齢者、年少者の移動が困難となっており、ま

た、家族の負担にもなっています。

一方、朝日温海道路が本格着工し10年以内に日本海沿岸東北自動車道の全線開通

が見込まれています。このことは、全国の高速道路ネットワークとつながることとな

り、温海地域にとっ‾ても大きなチャンスです。さらに、鼠ヶ関IC周辺の土地利用計

画において、IC付近に新「道の駅」を設置する構想もあり、構想施設を活用した産

業振興や地域振興が当面の課題となっています。
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3．温海地域のこれから目指す方向性

豊かな自然環境に恵まれた温海地域は、あつみ温泉に代表される観光資源や特色あ

る食文化、伝統文化など多様な「価値」のもと、27集落が個性ある活動を展開して

きました。その一方で、進行する少子高齢化、

る産業振興や地域コミュニティの維持など

様々な分野に影響を及ぼしています。

人口減少社会といわれる現実を踏まえなが

らも、恵まれた自然環境や歴史を背景とした

豊富な地域資源の保存・継承・発展を図り、

それらの活用・連携による新たな「価値」の

創造が求められています。今後見込まれる已

沿道の全線開通を契機にした産業の活性化を

図るとともに、地域資源の活用による交流人

人口減少は、農林水産業をはじめとす

ロや関係人口の拡大等を糧に、住み慣れた地域で生き生きと暮らし続けられる環境整

備や基盤づく・りを進めます。

これらを具現化するため、「あつみ温泉の魅力の向上と賑わい創出」、「日沿道延伸

を活かした鼠ヶ関周辺地域の活性化」、「自然・歴史・文化を活かした交流人口、関係

人口の拡大」、「農林水産資源のブランド化」、「次代を見据えた自治会機能とコミュニ

ティ機能の強化」、「海・山・自然豊かに暮らし続けられる環境整備」を6本の柱に据

え、それぞれ関連性をもたせながら地域振興を図ります。

あつみ温泉の振興にあっては、景観を活かした温泉街の整備や、誘客対策により温

泉街の賑わいづくりを促進し、日沿道全線開通後も通過点とならないような魅力ある

温泉観光地を目指します。

日沿道延仲を活かした地域振興にあって

は、計画されている道路休憩施設を活用し

た産業の活性化や鼠ヶ関地域の魅力向上に

よる集客・誘客に加え、その周辺にも経済

効果をもたらす施策展開を図ります。

交流人口や関係人口の拡大策にあっては、

豊富な資源を活かした体験型観光を推進し、

交流人口の拡大を図るとともに、地域と多

様な関わりや想いを持つ人材を地域づくり

に活かす仕組みを構築します。

農林水産資源を活用した地域振興にあっては、豊かな自然や歴史を背景とした特色

ある農林水産資源や伝統産業を継承しつつ、温海地域独自のブランドを構築するとと

もに、生きがいづくりや所得の向上を図ります。

自治機能の維持や暮らし続けられる環境整備にあっては、地域内の集落が有している
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特色ある自治機能を尊重し、それぞれの集落が将来にわたって自治機能を維持できる

ように支援するとともに、自然環境や地理的条件を踏まえ、地域住民が将来にわたっ

て暮らし続けられるよう生活環境の維持向上や地域への愛着を育む取り組みを進め

ます。

4．施策の基本方針と具体的な展開方策

基本方針（1）　rあつみ温泉の魅力の向上と賑わい創出」

温泉街の観光施設や景観、環境の整備により、来訪者が「そぞろ歩き」を楽しめる

環境づくりを進めるとともに、魅力ある店舗創

出や誘客対策により温泉街の賑わいづくりを

促進します。

また、あつみ温泉の中長期的な戦略を官民連

携により検討し、目沿道全線開通後も通過点と

ならないような魅力ある温泉観光地を目指し

ます。

く具体的な展開方策〉

（9あつみ温泉街の景観整備

あつみ温泉の観光資源である温海公園（あつみ温泉バラ園）や桜並木の再整備を図

るとともに、足湯などの滞留拠点の改修や植栽の奨励による景観整備を進め、温泉街

の魅力の向上に努めます。

②あつみ温泉街の賑わいづくり

2021年の「開湯1200年」、2022年の「庄内藩の湯役所設置400年」などインパク

トのある集客効果の高いイベント開催を支援するとともに、朝市広場の有効活用や新

規出店に対する支援により、温泉街の賑わい創出を進めます。

③魅力ある温泉観光地に向けた中長期戦略の検討

あつみ観光協会や温海温泉旅館組合、地域住民、行政など官民が一体となり、あつ

み温泉の中長期的な戦略の検討を進めます。
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基本方針（2）　「日沿道延伸を活かした鼠ヶ関周辺地域の活性化」

日沿道の延伸に伴い、計画されている道路休憩施

設を活用した産業の活性化や鼠ヶ関地域の魅力向

上による集客・誘客に加え、その周辺にも経済効果

をもたらす施策展開を図ります。

併せて、庄内浜産魚介類を活用し、漁業のまち「鼠

ヶ関」の知名度向上を図ります。

く具休的な展開方策〉

①新「道の駅」を活用した地域振興

計画されている道路休憩施設を地域産業の活性化につなげてい．くためのプラット
フォームの構築や人材の育成を図ります。

②既存「道の駅」の有効活用に向けた検討と施設整備

日沿道の延伸後において、道路休憩施設を拠点とする観光まちづくりを進めるため、

既存「道の駅」のあり方を検討し、有効活用を図るための必要な支援を行います。

③鼠ヶ関地内の賑わいづくり

みなとオアシスの構成施設となっている弁天島周辺エリアをはじめとした環境整

備など、鼠ヶ関に「人」を誘導する仕組みづくりや観光地としての魅力づくりを進め

ます。

基本方針（3）　「自然・歴史・文化を活かした交流人口、関係人ロの拡大」

温海地域が有する豊富な自然や産業及び伝統文

化を活用した体験型観光や教育旅行の受入れを推

進し、外国人旅行者も含めた交流人口の拡大を図る

とともに、地域を離れた人材や地域と多様な関わり

や想いを持つ人材を地域づくりに活かす仕組みを

構築します。

く具体的な展開方策〉

（D交流人口の拡大による地域活性化



温海地域振興計画

体験型旅行の受け入れ拡大や交流人口の拡大を目指すNPO法人自然体験温海コ

ーディネットを引き続き支援するとともに、民泊（農泊）については、農家等の意向

も考慮しながら受け入れ環境の整備を進めます。

②インバウンド環境の整備推進

交流人口の拡大等を図るため、関川地

区活性化計画の目標達成に向けた取り組

みを支援します。

③関係人口拡大の仕組みづくり

M〉ン　地域を離れた人材や地域と多様な関わりや想いを持つ人

材を関係人口として、ふるさと支援や情報交換などの仕組

みづくりを進めます。

基本方針（4）　「農林水産資源のブランド化」

豊かな自然や歴史を背景とした特色ある農林水産資源や焼畑などの伝統手法を守

り継承しつつ、温海地域独自のブランドを構築

するとともに、生きがいづくりや所得の向上を

図ります。

また、貴重な地域資源である国指定の伝統的

工芸品「羽越しな布」の保存・継承を支援する

とともに、製品開発や未利用資源の活用など新

たな取り組みにもチャレンジし地域振興を図り

ます。

く具体的な展開方策〉

①地域の食文化継承による地域振興

古くから栽培されている在来作物等の継承や認知度向上を図るとともに、伝統農法

である焼畑については、資源循環に配慮しながら、栽培技術の継承と再造林をあわせ

た取り組みを支援します。

（診温海地域高齢農業者の生きがいづくり



温海地域振興計画

少量多品目でも流通できる仕組みづくり、鳥獣による農作物被害を軽減する取り組

みを進め、高齢農業者も生きがいを持って農業を続けられる環境整備を図ります。ま

た、地産地消を推進するとともに、産直体制の強化再編の検討を進めます。

③地域資源を活用した農村集落の活性化

「羽越しな布」の振興を図るため、後継者育成や経営体制の強化に向けた取り組みを

支援すると・ともに、未利用資源の活用や他の素材とのコラボレーションなど新たな価

値の創造を目指します。

基本方針＿（5）　「次代を見据えた自治会機能とコミュニティ機能の致化J

地域内の集落が有している特色ある自治

機能を尊重し、それぞれの集落が将来にわ

たって自治機能を維持できるように支援す

るとともに、高齢者世帯の増加を見据えた

新たな情報伝達体制の構築を図るため、住

民との対話を重ねながら、その調査研究に

取組みます。

く具体的な展開方策〉

（勤時代に即した情報伝達手段の構築

各自治会の重要な情報伝達手段として長年使用してきた「有線放送」設備が老朽化

し、維持管理に苦慮している現状や人口減少、高齢化の進行等を踏まえ、地域課題解

決手法として、I CTを活用した「生活支援サービスも統合した新たな情報伝達シス

テム」の調査研究に官民連携して取組みます。

②地域コミュニティの基盤強化

持続可能な集落の将来像を示す「集落振興ビジョン」の策定を促し、ビジョンに基

づく自治機能や地域コミュ土ティ活動の拠点施設を維持する取り組みを支援します。

自治会単位での活動を補完し、広域的な活動や交流の拠点となっている施設について、

その活用方法や管理形態を見直したうえで、施設の機能強化に取組みます。



温海地域振興計画

基本方針（6）　「海・山・自然豊かに暮らし続けられる環境整備」

温海地域の自然環境や地理的条件を踏まえ、地

域住民が将来にわたって暮らし続けられるよう、

道路ネットワークの強化など生活環境の維持向上

を図るとともに、地域への愛着を育む取り組みを

進め、多様な主体が連携し、高齢者が活躍する場

の創出や住民同士が支えあう地域づくりを推進し

ます。

また、地域に有する遊休資産を活用し、地域活力の創造につなげる取り組みを進め

ます。

く具体的な展開方策〉

（D資源を活かした地域活力の創造

温海地域内に存する遊休資産、特に廃校の利活用に

ついては、市場性の有無や実現性の高い事業スキーム

について、想定される事業者との対話により検討を行

い、その活用の実現を目指します。

②地域に即した生活交通手段の確保

路線バスの廃止など地域公共交通網の現状を踏まえ、新たな住民の「足」の確保を

図るため、鶴岡市地域公共交通網形成計画との整合及び地域住民との対話に配慮しな

がら、持続可能な公共交通網形成を目指します。一併せて、遠距離通学となっている高

校生に対しての支援に取組みます。

③次代を担う人材への投資

世代間交流などによる郷土愛の醸成に加え、健康寿命の延伸を図

るため、高齢者の知恵と能力の活用など高齢者が生き生きと暮らせ

る環境づくりを進めます。

④多様な協働による克雪・制雪・親雪の推進（再掲）

住民と行政、住民と多様な団体との協働や集落内共助による克雪、利雪及び親雪対

策の検討を進め、生活環境を維持する取り組みに併せ、雪を交流や体験観光に活用す

る取り組みを推進します。



温海地域振興計画

⑤高齢者を地域で支えあう環境づくり

高齢者世帯の増加を踏まえ、介護予防活動と買い物支援を一体的に提供するサービ

スにより、住み慣れた地域でいつまでも生活できる環境を整備します。



温海地域振興計画

参考　　温海地域の統計

10



温海地域まちづくり未来事業（案）

平 成 30 年 10 月 25 日現 在

＋

琵拶∴

∴ ．．

ノミ藁

小1；Ul蜜．ぎー葦 蓑 訟 一一遮 恕 蔚

l

欝 栄 弼 霊 一際 静養 無 慮 l滋 露 茶 滞

怒 筑 豊 墜 議

一一

1

2

3

4

5

6

7

8

あ

つ

み

あ つみ 温 泉 バ ラ 国整 備

事 業

高 齢 者 や 幼 児 、 陣 が い者 な ど幅 広 い 世 代 が 楽 し

め 、 観 光 客 や 市 民 の 憩 い の 場 と な るよ う な公 園

へ の リニ ュー ア ル （バ リア フ リー 化 等 ） を 図
る 。

H30′・■H32 l 基本計 画 l 実 施設計 改修工事

温 泉 街 景 観 づ く り事 業■

温 泉 街 の 桜 並 木 の 更 新 や 街 路 灯 の L E D 化 を通

して 魅 力 あ る温 泉 街 を創 出 す る 。

【一 部 団 体 等 へ の補 助 】
H30～ H3 4

桜の絶替え及び道路復 旧

1　　　　　　　　　　　　　　 1
l　　　　　　　　 街路 灯のL E D 化補助

朝 市 広 場 環 境 整備 事 業

滞 留 空 間 とな る 足 湯 等 の 整 備 や 既 存 店 舗 ス ペ ー

ス の 改修 を支 援 す る 。
【団体 等 へ の 補 助 】 H3 2～ H3 4

　 ヽ
J 計画検 討 ・r 、l

l 調査 ′J
l＿＿＿＿＿＿＿＿＿■

足湯等の

整備 店 舗改修支援

あ つみ 温 泉 集 客 イ ベ ン

ト実 施 事 業

あ つみ 温 泉 野 外 能 楽 ．「せ せ b ぎ の 能 」 の 開催 支

H30 ～ H3 4

能 楽 を 活 用 した 集 能 楽 を活 用 した 集 あ つ み 温 泉 r聞 湯 あ つ み 温 泉 「聞 落 あつ み 温 泉 l酒 井

温 接 を継 続 す る と と も に 、 H33 の 「あ つ み 温 泉 閲 客 イ ベ ン ト事 業 の 客 イ ベ ン ト事 業 の 120 0年 」た 念 プ レ 1㌧20 0年 J 記念 イ ベ 藩 公 の 湯 役 所 設 置

泉 湯 120 0年 」 、 H34 の rあ つ み 温 泉 酒 井 藩 公 の 湯

役 所 設 置 40 0年 」 記 念 事 業 を支 援 す る
開 催 支 援 開催 支 援 イ ベ ン ト開 催 支 援 ン ト開 催 支 援 400年 」 苫己念 イ ベ

の

魅

力

の

向

上

と

賑

わ

い

創

出

【団 体 等 へ の 補 助 】 0 ． ○ ○ ○ ノ ト開 催 支 援

． 0

あ つ み フー ドP R 事 業

朝 市 広 場 を 活 用 した 賑 わ い イ ベ ン ト 「朝 市広 場

D Eひ る い ち 」 の 開 催 を 支 援 す る 。
【団 体 等 へ の補 助 】

温 海 地 域 の 飲 食 店 や 店 舗 の 自慢 の 一 品 及 び農 林

水 産 関 係 加 工 品 等 を P R す る イ ベ ン ト 「あ＿つみ

食 べ 物 自慢 フ ェス （仮 称 ） 」 の 開催 を支 援 す

る 。

【団体 等 へ の廟 助 】

H30 ～H 3 4

ひるいち開催 支援 あつみ食 べ物 自慢フェス開催 支援

研修 ・研究 開発 支援

魅 力 あ る 店 舗 づ く り事

業

温 泉 街 へ の 新 規 出 店 者 及 び 既 存 店 舗 ・商 店 経 営

者 に対 し、 賃 借 料 や 改 修 費 の 一 部 を 支 援 す る 。

【団体 等 へ の 補 助 】
H31 ～H3 3 スキームの検討 活 用支援

温 泉 街 フ ラ ワー 整 備 事

業

温 泉 街 の お も て な し表 現 の た め 、 沿 道 の 花 壇 ・

花 鉢 等 に バ ラ を 中 心 と した 花 の 植 栽 を 支 援 す

る 。

【団 体 へ の 補 助 】

H 32～ H3 4 花の植 栽支援

温 海 地 域 観 光 戦 略 策 定

事 業

ワ ー ク シ ョ ッ プの 関 催 や 専 門 家 等 か らの 助 言 、

実 践 指 導 等 に よ り、 あ つ み 温 泉 や 鼠 ヶ 関 地域 の

観 光 戦 略 づ く り を支 援 す る 。
H3 ト一日33

l 観光戦略づくりのための検 討会 等の開 催 ・

計 画内容 の見直 し



温海地域まちづくり未来事業（案）

平成30年10月25日現在
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日

沿
道

延

伸
を

活
か

し

た
鼠

ヶ

関

周

辺
地

域

の

．活

．性化

新 r道の駅 」関連人材

育 成事 業

地域 資源活用 な どによる地域経営の ノウハ ウ会

得 のための人材 育成 を支 援す る。 H33 ～H34 外部研修派遣

庁内検討会指

の開催
検討委員会の開催 －

10
道 の駅 「あうみ」 しや

りん整 備事 業

道 の駅 「あつみ 」 しゃ りんの あ り方検 討に向 け

検討 委員会 （仮称 ）を開催 する。併せ て、 日沿道

開通 後の、し■や りんの有効 活用に向 けた施 設整備

を支 援す る。

【団体等 への補 助】

H31 ～H35
し ＿苧攣 ＿＿J

※日沿道関連の事

一 改修工事 t
t －．一一＿－＿＿H J

進捗に併せて実施 ノ

11 はな さき路の賑 わいづ

く り事 業

は なさき路の老朽 化 して いる浜茶屋や周 辺施設

（公衆 トイ レ等 ） を再整備 する ととも▼に、 「恋

す る灯台 」の P R に向 けた案内看板等の 設置及

びハー ト型の絵 馬の奉納や 撮影スポ ッ トを整備

す る。

H31～H33

観光戦略づくりのための検　討会等の開催

施設整備

松衆トイレ）
実施設計

怜衆トイレ）

案内看板の

設置等

12

ロ 白

、然

関 ・

係 歴

人 史

口 ・

の 文
拡 化

大 を

活

か

し

た

交

流

． 人

あつみ体験 旅行推 進事

業

豊富な地域 資源 を活 か した体 験型観光 を推進 す

るため の活 動 を支援 す るとともに、民泊 （農

泊）受入れ 者の施設 改修 を支 援する。

【団体及 び個 人への補 助】
H 31～H33

活動団体を補完的に支援

11
農泊受入者の施設改修支援

13
関川地 区活 性化計画 推

進事 業

関川地区活性 化計画 の 目標 （交流 人 口の拡大 、

しな織 の売上 増）達 成のた め、関川地域 活性 化

イベ ン ト （田舎の うまい もん 食堂 ）の開催 を支

援 する。

【団体 等へ の補助】

H3 1～H32 関川活性化イベント開催支援

14
地域支 援ネ ッ トワー ク

推進事 業

地域活 動へ の参 加呼 びか け、情報提 供や 交流 な

どを行 うプラ ッ トフォーム を整備 する。

H31～
■仕組みの調査研究

・庁内検討会諸の開催

t

2



温海地域まちづくり未来事業（案）

平 成 3 0年 10 月 2 5 日 現 在

、三㌔人疫：
感

や誉

rごふ・ざ′ノ「・パrrこ
製柳 漸
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15

1 6

農

・林
水

産

資

源

の
ブ

ラ

ン
ド

化

糸 の 文 化 で 新 た な価 値

創 造 プ ロ ジ ェ ク ト

鶴 岡 市 が 有 す る 「古代 （しな 糸 ）．」 「近 代 （シ

ル ク ） 」 「現 代 未 来 （人 工 蛛 糸 ） 」 の 糸 の コ ラ
ボ レー シ ョン に よ る新 た な 商 品 開 発 を 模 索 す

る 。

H31～ H3 2 シルク等 との製 品開発

しな の 花 活 用 プ ロ ジ ェ

ク ト事 業

しな の 花 を活 用 した商 品 の 販 売 支 援 （販 促 ツー

ル 伸 成補 助 ） や 慶 應 先 端 研 等 との 連 携 に よ る新
商 品 の 研 究 開 発 を支 援 す る 。

【団体 等 へ の 補 助 】

H3 1～ H3 3

しなの花 化柾品チラシ作成支 援

しなの花化虹品

の販売及びPR
用HPの作成支

援

しなの花 ・美 ・木を活印した新森 晶開　　発支援 1

17
温 海 地 域 在 来 作 物 振 興

事 業

「焼 畑 あ つ み か ぶ 」 「越 沢 三 角 そ ば 」 な どの 在

来 作 物 を活 用 した地 域 振 興 に係 る 取 り組 み を 支

援 す る。

【団体 等 へ の 補 助 】

H30 ′・■H33

タイアップ事業でのP R 活動

販促グッズ作成

G Iマーク制作　支援

越沢三角 そば文化碓承 に対 する支援 ‾

18
中 山 間 集 落 モ デ ル 農 林

業 実 践 事 業

皆 伐 跡 地 で の 焼 畑 あ つみ か ぶ や ワ ラ ビの 栽 培 及

び 、 そ の 後 の 再 造 林 と保 育 活 動 を一 体 的 に展 開

す る取 り組 み を 支 援 す る 。

【団 体 等 へ の 補 助 】

H30 －H3 4 栽 培及び販売 ・販路拡大 事業支援

19

温 海 地 域 小 ロ ッ ト農 産

物 集 荷 シ ス テム 整 備 事

業

農 家 所 得 の 向 上 と高 齢 農 家 の 生 き が い つ く りを

図 る た め 、 道 の駅 で 実 施 して い る 地 域 農 産 物 の

集 荷 体 制 を 強 化 す る 。 併 せ て 、 蕪 の 産 直 カ 丁 の

再 配 置 を 支 援 す る 。
【団 体 等 へ の 補 助 】

H30～ H3 2

集荷に係る人件費 支援

森 の産 直カー　整備

20
鳥 獣 被 害 防 止 対 策 モ デ

ル 事 案

忌 避 作 物 栽 培 圃 場 と 一 般 鯛 場 に お け る猿 被 害 軽

減 比 較 を調 査 検 証 す る と と もに 、 忌 避 作 物 の 栽

培 を 支 援 す る 。

【法 人 、 任 意 組 織 等 へ の 補 助 】

H 31－ H3 4
鳥獣 忌避作 物効果 の納査研究

l　　　 鳥獣 忌避 作物の種子 等購入 の一部 助成

21
産 直 組 織 活 動 基 盤 強 化

事 業

複 数 あ る 産 直組 織 の 一 本 化 を検 討 す る 協 議 会 を

設 立 し、 そ の 活 動 を 支 援 す る。

【団 体 等 へ の補 助 】

H3 ト一日33

l 協議会の設立

検討会 接の開催

研修会 の開催

l　　　　 先進地視 察

3
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コ 次

ミ代

ユを

二 見
I C T を活用 した課題

各 自治会 の重要 な情報 伝達手 段 と して長 年使 用

して きた有線放送設備 が老朽 化 し、維持 管理 に
苦慮 している現状や 、人 口減 少、高齢化 の進 行

等 を踏 まえ、地域課題 解決手 法 と して 、 I C T H31～

先進事例の．調査

庁内推進体制の確立

システムの構築 システムの運用
テ寧 解決研究 事業 の活用 を検 討 し、生 活支援サ ー ビス も早 めた新

た＿な情報伝 達 システ ムの調査 研究 を行 う。

ト ス丁ム概略構築、モ丁ル事業検討

イぇ

機 た

離 日

の浄

強 会

化 娩

能

・ と

モデル地区選定

2 3
地域 コ ミュニテ ィ基 盤

強化戦略事 業

広域的な 利用に供す る主要施 設につ いて、指 定

管理者 と連 携の うえ活 用手法 等の見直 しを図 り

つつ 、必要 な改修 を年 次的 に行 う。併せ て、災
害 時の避粗 所 と して利 用 され る施設 について、

施設管理者 と連携の うえ娩能 性向上 を目指す 。

【一部施設 管理者へ の補助】

H3 トーH35

活用手 法の検
施設の長

討
寿命化計

画の策定

施設の必要な改修

24

海

山

自

然

≡：
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暮
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し
続

け

ら

れ

る

環

境

整

備

温 海地域遊 休資産等 利
遊 休資産 である廃校 （旧山戸 、福栄、五 十川小

学 校）等 について ノウハ ウのあ る外部 の提 案
H3トー

サウンディング型 個別資産のサウ ≡事業者公募の 、

活 用に向 けた市場調 査

干 葉
やスキル を活 用 し施設 の有効 活用 を図 る。 市場調査の研究 ンティング実施 ・：実施　　 ／／

l

25
温海 地域公 共交通網 形

成事 業

路 線バス廃止 な ど地域 公共交通網 の現状 を踏 ま

え、新た な住 民の 「足 」の確 保 を図 るた め、地

域 住民 と対話 を重ね なが ら、将来に向 け、よ り

最 遠な公共 交通網 形成 を 目指 す。

　／／▲・．

H30 ～ H33

パス、タクシー

事業者との意

見交換

・現状分析及び事例収集

・集落懇談会

・アンケート調査

・温海地域に即した事業手法の検討

・実証モデル集落の選定

実証モデル の開始と事 業検証

26
温海地 域高等学校 等生

徒通学 糞支援事 業

温 海地域は 、地理 的要 因に よ り高 校生の通学 糞

負 担が大 きいため、費用 の一部 に対 し支援 を行

い、条件不利地 であ っても、将来 にわた り暮 ら

し続 け られ＿る生活 環境 を構築す る。

※ 過 疎地域 であ る温海 、朝 日両 地域に おいて

モ デル 的に実施 【個 人へ の補 助】

H 31～

l．志 操制度の検
高校生世帯に対する補助

27
いきいき地域 づ くり推

進事業

集落振 興 ビジ ョンに基 づき実施す る l高齢者 等

の 身体 及び精神機 能の維 持の ための事実」 「高

齢者等 の社会参加 を促進 す るための手業」 「ボ

ランテ ィア活動 を普及す るた めの事業」 「世代

間 の交 流事業」 に対 し一 定線 の支 援 を行 う。

【自治 会への補助 】

H3 1～ H35

事 業実施 自治会への補 助 （各年度20団体程度を想定）

28 「語 らし＿＼広場」事 業

70歳 以上の一人暮 らし、二人暮 ら しの方 を対象

に 、公 共施設等 を会 場 と した介護 予防活動や高
齢者相互 の交流活動 を実施 す る。福 祉バス等 で

の送迎 を行 い、商 業施設 での 買い物支援 を一体

的 に提供 する。

【福祉 団体への委託 事業 】

H3 1～H 35

高齢者の 日常生活支援の進捗状

況 により事業継続 の必 要性を判断 ／
地区ごとに定期 的に事業を実施

4



H38．9．28鶴岡市地域まちづくり未来事業検討会縫資料（抜粋）

地域まちづくり未来事業計画の策定について

1地域まちづくり未来事業計圃とは

「地域まちづくり未来基金」を主な財源として、人口減少に立ち向かう、真に地

域振興に姿する事業のうち、平成31■年度からのおおむね3年程度を目途に実施す

る事業について明らかにするもの。■

2　地域まちづくり未来基金について

「鱒域まちづくり未来革金」は、従来の「まちづくり基金」の名称を変更し、地

域まちづくrり未来事業の財源とすることとしている。

今後、毎年度の決算剰余金を活用し積み増しをしていくこととしており、基金積

立額と起債充当事業費を合わせて総額50億円規模を目標としている。・

3　＿計画策卑方法

計画の策定は、コ＿ミュニチイ推進課及び各地域庁舎給務企画課におい†地域ごと
に作業を進め、地域振興課が全体の調整を行う。

地域振興懇談会やコミュニティ祖廟協詰会、自治振興会連絡協議会、鶴岡まちづ

くり・塾等ほか、地域の様ヤな団体から意見を聞くとともに、全地域を僻廠する観点

かち地域まちづくり未来事業検討会敵こおいでも意見を伺う。

【地域まちづくり未来事業計国策定めィメージ】

4　計画策定における視点と対象とする事業の基準

（1）計画策定にあたぅでは、次の点を重視する。

①自立分散型のまちづくり

・地域が主体的に活動できる事業であること

・地域の意欲、創意が生かせる事業であ．ること

・地域が元気を出せる事業であ．ること（地域の意欲的活動を後押し）
・地域の特色を生かした独創的企画を奨励すること

②人材づくり

・事業の推進を通して、地域を支える人材が生まれ育っていくこと

・意欲にあふれるプレーヤこの登場を促すこと（移住定住も含め）

③具体性

・事業計画は個別具体的であること（理念作文にならないこと）

・目的が明確で奏効性のある特定プロジェクトであること
④地域・若者の意見聴取

・地域で開催される会合等の劇こおいて、地域や若者の声を聞き、地域の実

情を捉えるとともに、事業素材や人材、アイデアの発癌に努めること

⑤他計画等との整合性の確保

・新総合計画や行財政改革推進プラン、公共施設等総合管理計画等、他の計

画との整合を図ること

（2）事業の選定にあたり、次のとおり基準を設けでいる。

①他地域と著しく不公平感を生じさせないこと

②経常的な経費や、全市統一的な調整が必要なものは除くこと

√‾③後年度に維持経費として多額の財政負担を生じさせないこと
④期間限定のスタートアップ支援であり、継練的な支援ではないこと

5　事業の検討状況

（1）旧町村地域

今後の地鱒わあり方について、地域振興辞散会や鶴岡まちづくり塾をはじめ
地域住民から伺った意見をふまえ、新たな地域振興計画と併せ検肘を行い、■各

地域庁舎において事業計画案を作成してい挙。・・

（2）鶴岡地域

広域のコ■ミュニティ組織等へのヒアリングで伺っ‾たまちづくりに関する意

見や提案をふまえ、鱒民が主体となって行う地域からの事業提案に対して支援
を行う方向で事業内容を検討している。


